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10月11日（土）にりんごの会が開催されました。この

会は、当院で乳房の手術を受けられた方を対象に年2回

開催しています。毎年多くの患者さんが参加され、今年

も41名の方に参加していただきました。

普段会えない患者さん同士がこの会を通じて久しぶり

に再会できるということもあり、会が始まる前からお互いの近況を報告するなど、皆さん楽しそうにお

話をされていました。診療報酬の改定で、インプラントによる乳房再建が保険適応になっています。そ

こで今年は、岡山大学病院形成外科の渡邊聡子先生をお招きし、「リマンマ」についての講演をしていた

だきました。実際の写真を使って、とても分かりやすく話していただきました。絵手紙の講演では、基

本の筆の使い方から線の引き方などを教えていただきました。そして栗・さつまいも・ピーマン・柿・

リンゴなど、各々自分の書きたい画材を選択して描き、思い思いのメッセージや言葉を添えました。書

き慣れない筆を使うため、手が震えたり、思ったように線が引けなかったりと苦戦しましたが、それもよ

い味となったとてもすばらしい絵はがきが完成しました。

同じ疾患を持つ患者さん同士が集まることで、いつもは話せないことも気兼ねなく話すことができ、

さまざまな情報交換もできるよい機会になったと思います。

りんごの会を開催して

10月5日（日）から11日（土）まで、本館1階の正面玄関ホールで上記のパネル展を開催しました。緩

和ケアとは、重い病を抱える患者やその家族一人ひとりの身体や心などのさまざまなつらさをやわらげ、

より豊かな人生を送ることができるように支えていくケアのことです。

10月11日は「世界ホスピス緩和ケアデー」で、世界各国のホスピス関

連施設や団体が、緩和ケアの啓発・普及を目的としたさまざまな活動を

行っています。日本では、その前の1週間を緩和ケア週間とし、当院で

も、毎年この時期に合わせてパネル展示を行っています。

今年度は、「がんと知ったときからはじまる緩和ケア」というテーマで、

「がんと診断されてどうしたらいいのか。どのような気がかりなことが

あるのか」「医師からの説明を聞くときにどのような質問をしたらよいのか」「身体のつらさをどのように

伝えたらよいのか」「金銭面や就労のこと、相談できる場所」などをQ＆Aにしてポスターにまとめました。

展示中は、午前・午後の各30分間、緩和ケア病棟の師長や看護師がパネルの側で待機し、通院治療中

の患者さんやご家族から、「治療をしているが痛みもつらい」「もっと前に知っていれば、家族を緩和ケア

病棟へ入れてあげたかった」など、質問や感想をきかせていただきました。パネルの前には、当院のがん

相談支援センターや緩和ケア病棟のパンフレット、スタッフが準備したオレンジバルーンを置き、自由に

持ち帰っていただくようにしました。このオレンジバルーンには、すべての苦痛症状をほんわりとやわら

げたいという暖かいオレンジ色のイメージや、バルーンに描かれたような笑顔になってほしいという思い

が込められています。

7日間という短い期間でしたが、多くの来院者の目に触れる場所で展示を行い、緩和ケアについて知っ

ていただく機会となりました。これからも患者さんやご家族へ緩和ケアに関する情報をお伝えしたいと

思います。

ホスピス緩和ケア週間 パネル展を開催して

●本館9階看護師 三宅幸恵

●西館9階主任看護師 前川礼子


